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全林研だより

農林水産大臣賞を受賞した「愛媛県  中予地区林業研究グループ連絡協議会」への
オンラインによる表彰。

令
和
３
年
度
の
全
国
林
業
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル（
主
催
／

全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、
協
賛
／
全
国
林
業
改

良
普
及
協
会
）が
、
３
月
10
日
、
東
京
都
渋
谷
区
の
国
立
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
集
合

に
よ
り
開
催
さ
れ
、
地
区
予
選
で
選
ば
れ
た
６
グ
ル
ー
プ
が
日

頃
の
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。

最
優
秀
で
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
に
は
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
選
抜
の
愛
媛
県
・
中
予
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
林
野
庁
長
官
賞
ほ
か
の
入
賞
グ
ル
ー
プ

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
審
査
員
に
は
安
村
直
樹
氏（
東
京
大
学
大
学
院
准
教

授
審
査
委
員
長
）、
富
山
洋
氏（
全
国
森
林
組
合
連
合
会
代
表

理
事
専
務
）、
大
塚
生
美
氏（
森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所
主
任

研
究
員
）、
中
山
聡
氏（
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
専
務
理
事
）

の
４
名
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

全国林業グループコンクール
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当
協
議
会
は
、
単
位
林
研
7
団
体（
男

性
５
団
体
、
女
性
２
団
体
）
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
会
員
数
61
名（
男
性
40
名
、
女

性
21
名
）
で
、
県
の
出
先
機
関
や
関
係
団

体
と
連
携
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
①
北
条

女
性
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
の
積
極
的
な

活
動
支
援
、
②
高
校
生
を
対
象
と
し
た

進
路
探
究
現
場
実
習
、
③
林
業
事
業
体

と
連
携
し
た
技
術
の
伝
承
を
目
的
と
し

て
、
架
線
系
集
材
技
術
研
修
会
の
開
催
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
森
林
資
源
量
取
得
研

修
会
、
④
ミ
ツ
マ
タ
植
栽
に

よ
る
獣
害
対
策
実
証
試
験
、

⑤
ト
チ
バ
ニ
ン
ジ
ン
（
チ
ク

セ
ツ
ニ
ン
ジ
ン
）
商
品
化
へ

チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
活
動
は
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の

活
性
化
に
向
け
継
続
し
地
道

な
活
動
に
取
り
組
み
、
ま
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
て

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
新

し
い
技
術
に
つ
い
て
も
臆
さ

ず
取
り
入
れ
学
習
し
実
践
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
森
林

の
健
全
化
を
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

当
青
年
部
は
、
現
在
、
会
員
数
23
名

（
う
ち
男
性
：
22
名
、
女
性
：
1
名
）
で
、

平
均
年
齢
35
歳
と
比
較
的
若
い
森
林
組

合
職
員
中
心
に
構
成
さ
れ
、
盛
岡
市
の
森

林
公
園
を
活
動
の
場
所
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
対
象
の
森
遊
び
を
提
供
す
る「
お
山

食
堂
」
の
サ
ポ
ー
ト
、
き
の
こ
栽
培
で
考

え
る「
森
づ
く
り
」
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
中
で
、
ス
ギ
林
の
活
用
と
し
て

「
オ
オ
イ
チ
ョ
ウ
タ
ケ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
オ
オ
イ
チ
ョ
ウ
タ
ケ
栽
培
の
普
及
に
よ

り
、「
山
主
」
さ
ん
た
ち
に
、
明
る
い
話
題

を
提
供
し
て
、
ス
ギ
林
の
魅
力
や
有
効
活

用
を
広
げ
、
事
業
や
雇
用
の
創
出
を
狙
う

こ
と
。

②
オ
オ
イ
チ
ョ
ウ
タ
ケ
栽
培
を

通
じ
た
、キ
ノ
コ
で「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

を
テ
ー
マ
に
、
森
林
環
境
教
育

の
推
進
を
図
り
、
そ
こ
で
人
と

人
と
の
交
流
を
促
し
、
街
と
森

の
ご
縁
を
広
げ
る
こ
と
。

③
オ
オ
イ
チ
ョ
ウ
タ
ケ
を
通

じ
て「
食
」
か
ら
森
林
資
源
の

可
能
性
を
発
信
し
、
キ
ノ
コ
を

含
め
た「
森
の
恵
み
」
で
食
育

の
促
進
と
健
康
づ
く
り
に
繋

げ
て
行
く
こ
と
。  

④
特
産
化
を
進
め
、
き
の
こ
の

「
菌
」で
、
お「
金
」を
生
み
、
山

主
さ
ん
や
キ
ノ
コ
生
産
者
の

方
へ
利
益
を
還
元
し
、
観
光
資
源
で
利
益

倍
増
を
狙
う
こ
と
。

こ
の
４
つ
の
菌
糸
の
繋
が
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
社
会
的
な『
森
の
循
環
を
広

げ
る
』こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
次
代
を
担
う

子
供
た
ち
が「
森
林
」
に
対
す
る
興
味
を

持
て
る
よ
う
、
そ
し
て
、
職
業
の
選
択
肢

と
し
て「
林
業
」の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
取
組
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

伊予農業高校就業体験実習

架線系集材技術研修会

ミツマタ植栽実証試験

トチバニンジン植栽実証試験

北条女性林業研究グループの安全講習会等
盛岡広域森林組合青年部の仲間たち

間伐＆薪ひろい体験（都市部の人たちがノコギリで玉切り）

「大相撲の力士のまげ=大銀杏」が名前の由来と言われている
オオイチョウタケ

●
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予
地
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林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会（
愛
媛
県
）
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林
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林
野
庁
長
官
賞

林
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庁
長
官
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林
野
庁
長
官
賞

賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

農
林
水
産
大
臣
賞

農
林
水
産
大
臣
賞

農
林
水
産
大
臣
賞
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産
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賞

農
林
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産
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臣
賞
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林
水
産
大
臣
賞

農
林
水
産
大
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当
会
は
間
伐
材
な
ど
の
資
源
を
搬
出
し
、

有
効
活
用
す
る
仕
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
森

林
を
甦
ら
せ
な
が
ら
、
間
伐
材
を
薪
な
ど

の
木
質
燃
料
と
し
て
活
用
を
進
め
る
た
め

の
活
動
を
目
的
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

実
践
活
動
の
状
況
と
し
て
は
、
①
間
伐

等
の
育
林
作
業
及
び
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
、
②
木
質
資
源
の
調
達
・
供
給
、

●
秩
父
森
づ
く
り
の
会（
埼
玉
県
）

●
盛
岡
広
域
森
林
組
合
青
年
部（
岩
手
県
）
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『森林施業プランナー』
·地域において、小規模に分散している複数の森林所有者の林地をとりま

とめて、間伐等の森林施業を効率的・効果的に行い、森林所有者への収
益還元を実現する方法として取り組まれている「提案型集約化施業」を
担う主役として、これまでに約2,500名が認定されました。

·具体的には、森林所有者に対して、路網計画、間伐方法等の森林施業の
方針、利用間伐等による事業収支等を示した施業提案書を作成・提示
して施業を受託し、現場技術者への指示・発注・管理を行うまでの森
林施業の集約化を実践するとともに、森林経営計画の作成を行います。

○森林施業プランナー協会　東京都千代田区鍛冶町 1-9-16 TEL 03-6700-4757
○森林施業プランナー協会サイト（HP）　　https://shinrin-planner.com/

森林施業の提案

森林施業プランナー 森林所有者

Aさん Bさん

Cさん

森林の集約化

森林をまとめて、集約化することで
搬出などにかかる経費を削減

『森林施業プランナー』が各地で活躍！
『森林経営プランナー』も創設されました。『森林経営プランナー』も創設されました。

『認定経営プランナー』
·戦後造成された人工林の過半が利用期を迎え

る中、需要を意識して、木材の有利販売事業を
展開し、一方で、森林の持続経営や公益的機能
の重要性に基づく、森林整備事業を地域におい
てバランスよく推進することができる者が求
められており、これらを企画・実践する者を「森
林経営プランナー」と位置付け、森林経営プラ
ンナー制度を創設し、67名を認定しました。

当
グ
ル
ー
プ
は
、
平
均
年
齢
39
歳
で
若

手
会
員
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
①
下
刈
な
ど
の

森
林
整
備
、
②
町
の
産
業
祭
な
ど
で
の
木

工
教
室
、
③
門
川
高
校
の
林
業
体
験
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
活
動
の「
継
続
」
と
人
と

人
と
の「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
て
活

動
し
て
き
た
結
果
、
林
研
グ
ル
ー
プ
と
し

て
の
活
動
の
幅
が
確
実
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も「
継
続
」
と「
つ
な
が
り
」
を

意
識
し
な
が
ら
、
地
域
の
課
題
を
少
し
で

も
改
善
で
き
る
よ
う
に
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

当
グ
ル
ー
プ
は
奥
永
源
寺
地
域
の「
豊

か
な
森
林
」
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た「
地
域

資
源
」を
活
用
し
た「
地
域
活
性
化
活
動
」

に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。

お
も
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
①
林
業

遺
産「
木
地
師
発
祥
の
地
」
に
関
連
し
た

「
歴
史
文
化
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」や「
木
工

体
験
」
な
ど
の
開
催
に
よ
る
地
域
活
性
化

の
取
組
、
②
日
本
遺
産「
奥
永
源
寺
の
山

村
景
観
」、「
政
所
茶
」の
保
全
活
動
、
③
絶

滅
危
惧
種「
紫
草
」の「
種
の
保
存
」活
動
、

④
鈴
鹿
国
定
公
園「
鈴
鹿
10
座
」の
環
境

鈴鹿国定公園「鈴鹿10座」の環境保全活動

門川高校の林業体験

産業祭での木工教室の様子

●
門か

ど
か
わ
ち
ょ
う

川
町
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会（
宮
崎
県
）

市民参加型の植樹体験

当
グ
ル
ー
プ
は
、
メ
ン
バ
ー
が
山
村
の

青
年
、
林
産
事
業
体
や
森
林
組
合
職
員
等

で
あ
り
、
森
林
管
理
の
プ
ロ
と
し
て
の
技

術
と
知
識
を
活
か
し
、
早
生
樹
の
生
育
調

査
や
天
然
更
新
に
関
す
る
調
査
・
研
究
も

行
っ
て
お
り
、
女
性
メ
ン
バ
ー
も
増
え
て

い
ま
す
。

活
動
状
況
と
し
て
は
、
①
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ

ン（
早
生
樹
）並
び
に
成
長
が
良
い
こ
と
か

ら
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る「
ボ
カ
ス
ギ
」の
生

育
調
査
、
広
葉
樹
更
新
伐
施
業
地
に
お
け

る
更
新
技
術
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
調
査
・

研
究
、
里
山
広
葉
樹
林
の
積
極
的
な
利
用

を
図
る
た
め
、
薪
の
生
産
販
売
な
ど
の
里

山
再
生
へ
の
取
組
み
、
②
森
林
教
室
の
開

●
高
岡
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ（
富
山
県
）

③
環
境
学
習
・
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
薪
の
販
売
を
知
的
障
害
者
支
援

施
設
に
お
願
い
し
、
販
売
代
金
の
３
割
を

施
設
に
支
払
う
な
ど
、
林
福
連
携
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

当
会
は
単
に
育
林
作
業
を
す
る
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
森
林
の
価
値
を
高
め
つ

つ
、
環
境
の
こ
と
も
考
え
る
団
体
と
し

て
、
会
員
の
み
ん
な
と
協
力
し
な
が
ら
発

展
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

枝打ち体験（森が明るくなり、下層植生が活性化→森がよくなる）

市民参加型の伐採体験

●
東
近
江
市
永
源
寺
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ（
滋
賀
県
）

山村景観の保全を目的とした
「カヤ場の保全活動」

催
や
企
業
の
森
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
な

ど
、
市
民
参
加
型
の
森
林
管
理
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
優
良
材
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
、

未
利
用
材
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
利
用

な
ど
を
進
め
、
先
人
の
長
年
の
努
力
に
よ

り
蓄
積
さ
れ
た
ボ
カ
ス
ギ
を
代
表
と
す
る

地
域
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
無
駄
な
く
活

用
し
、
後
世
に
す
ば
ら
し
い
森
林
を
継
承

す
る
先
駆
け
と
し
て
、
誇
り
を
持
っ
て
本

グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

保
全
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
琵
琶
湖
水
系
全
体
の
水
源
地
」
と
し

て
、
奥
永
源
寺
地
域
全
体
の
活
性
化
を
実

現
す
る
こ
と
が
、
近
畿
1
5
0
0
万
人

の「
命
の
源
」
に
直
結
す
る
取
り
組
み
な

の
だ
と
自
覚
し
、
こ
の
活
動
を
絶
や
す
こ

と
な
く
、
将
来
世
代
に
継
承
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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齋藤全林研会長の挨拶天羽林野庁長官の祝辞

後継者大会の会場となった多賀町中央公民館「多賀結いの森」

多賀町産の木材を利用した後継者大会の会場
中山全林協専務の祝辞

第
50
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会

   

し
が
２
０
２
２

第第
50
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会

全
国
林
業
後
継
者
大
会

   

し
が
２
０
２
２

し
が
２
０
２
２

こ
の
大
会
は
、
昭
和
45
年
、
全
国
植

樹
祭
の
前
日
に
福
島
県
猪
苗
代
町
に
お

い
て
、「
全
国
林
業
後
継
者
の
つ
ど
い
」

と
し
て
開
催
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

こ
れ
を
契
機
に「
全
国
植
樹
祭
関
連
行

事
」
と
し
て
、
各
県
で
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

開
会
式
典
で
は
、前
田
康
弘
第
50
回
全

国
林
業
後
継
者
大
会
滋
賀
県
実
行
委
員

会
会
長
の
開
会
の
言
葉
に
は
じ
ま
り
、

江
島
宏
治
滋
賀
県
副
知
事
、
齋
藤
正
全

国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
会

長
の
主
催
者
挨
拶
、
久
保
久
良
多
賀
町

長
に
よ
る
歓
迎
の
言
葉
、
来
賓
の
天
羽

隆
林
野
庁
長
官
、
中
山
聡
全
国
林
業
改

良
普
及
協
会
専
務
理
事
が
祝
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

「
第
50
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
し
が
２
０
２
２
」
が
６
月
４
日
、

滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
の
多
賀
町
中
央
公
民
館
「
多
賀
結
い
の
森
」
で
開
か
れ
、

全
国
か
ら
林
研
グ
ル
ー
プ
等
林
業
関
係
者
２
４
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
主
催
者
／
滋
賀
県
・
多
賀
町
・
第
50
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
滋
賀
県
実
行
委
員
会･

全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
）

令
和
４
年
３
月
11
日
、
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
の
国
立
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
令
和
４
年

度
全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会（
全
林
研
）の
通
常
総

会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
と
集
合
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
木
下
仁
林
野
庁
研
究
指
導
課
長
、

中
山
聡
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
専
務
理
事
に
よ
り
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
後
、
議
事
に
入
り
、
執
行
部
提
案
の
各
議
案
に
つ

い
て
審
議
が
行

わ
れ
、
全
て
原

案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
承

認
さ
れ
た
全
林

研
の
令
和
３
年

度
決
算
、
４
年

度
予
算
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、永
年
功

労
者
に
感
謝
状

を
贈
る
と
と
も

に
、
全
国
林
業

グ
ル
ー
プ
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
グ

ル
ー
プ
の
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。

全林研令和３年度決算
（令和３年4月1日～令和４年3月31日）

一般会計 （単位：円）

項　　　目 決算額 予算額 差引増減
１．収入の部

会         費 920,000 920,000 0

全 林 協 助 成 金 1,000,000 1,000,000 0

事 例 集 販 売 額 498,931 500,000 △ 1,069

全 林 研 グ ッ ズ 販 売 額 3,003,870 3,500,000 △ 496,130

広 告 料 280,000 280,000 0

雑    収  　 入 32 1,000 △ 968

収 　 入 　 合 　 計 5,702,833 6,201,000 △ 498,167

２．支出の部
会 議 費 565,677 1,800,000 △ 1,234,323

事 業 推 進 費 264,604 200,000 64,604

機 関 誌 発 行 費 181,786 1,200,000 △ 1,018,214

事 例 集 発 行 費 550,673 500,000 50,673

全 林 研 グ ッ ズ 制 作 費 3,101,652 3,500,000 △ 398,348

緑 の 募 金 拠 出 金 0 50,000 △ 50,000

事 務 局 費 483,030 200,000 283,030

支　 出　 合　 計 5,147,422 7,450,000 △ 2,302,578

当 期 収 支 差 額 555,411 △ 1,249,000 1,804,411

前 期 繰 越 金 14,600,501 14,600,501 0

次 期 繰 越 額 15,155,912 13,351,501 1,804,411

特別会計（国庫補助金／未来の林業を支える林業後継者養成事業） （単位：円）

項　　　目 決算額 予算額 差引増減
１．収入の部
"未来の林業を支える林業後継者養成事業" 20,488,000 20,488,000 0

２ ． 支 出 の 部
"未来の林業を支える林業後継者養成事業" 20,488,000 20,488,000 0

Ⅰ森林・林業に関心のある高校生・社会人等へ林業就業促進支援 12,686,968 13,112,000 △ 425,032

Ⅱ意欲ある林業グループ活動等への支援 4,301,032 3,701,000 600,032

Ⅲ女性林業者等の定着支援 3,500,000 3,675,000 △ 175,000

支 　 出 　 合 　 計 20,488,000 20,488,000 0

全林研令和４年度予算
（令和４年4月1日～令和５年3月31日）

一般会計 （単位：円）

科　　　　　目 当年度予算 （A）前年度予算（B） 増減（A‐B）
1．収 入 の 部

会 費 920,000 920,000 0

全 林 協 助 成 金 1,000,000 1,000,000 0

事 例 集 販 売 額 600,000 500,000 100,000

全 林 研 グ ッ ズ 販 売 額 3,500,000 3,500,000 0

広 告 料 280,000 280,000 0

雑 収 入 1,000 1,000 0

収 入 合 計 6,301,000 6,201,000 100,000

２．支 出 の 部
会 議 費 1,800,000 1,800,000 0 

事 業 推 進 費 200,000 200,000 0

機 関 誌 発 行 費 900,000 1,200,000 △ 300,000

事 例 集 発 行 費 600,000 500,000 100,000

全 林 研 グ ッ ズ 制 作 費 3,500,000 3,500,000 0

緑 の 募 金 拠 出 金 50,000 50,000 0

事 務 局 費 200,000 200,000 0

支 出 合 計 7,250,000 7,450,000 △ 200,000

当 期 収 支 差 額 △ 949,000 △ 1,249,000  300,000

前　 期　 繰　 越　 額 15,155,912 14,600,501 555,411

次　 期　 繰　 越　 額 14,206,912 13,351,501 855,411

特別会計（国庫補助金）　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 （単位：円）

科　　　　　目 30年度予算 （A）前年度予算（B） 増減（A‐B）
1．収 入 の 部

収 入 合 計 23,296,000 20,488,000 2,808,000

２．支 出 の 部
支 出 合 計 23,296,000 20,488,000 2,808,000

令
和
４
年
度

全
林
研
通
常
総
会
を
開
催

林野庁の木下課長にもご参加いただき開催
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メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
発
表
は
、

「
森
林
に
関
わ
る
活
動
を
通
じ
て
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
森

林
環
境
学
習「
や
ま
の
こ
」
事
業

専
任

指
導
員
の
加
藤
み
ゆ
き
さ
ん
、
一
級
建
築

士

宮
村
太
設
計
工
房

主
宰
の
宮
村

太
さ
ん
、
東
近
江
市
永
源
寺
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
の
前
川
真
司
さ
ん
、
生
活
協
同
組

合
コ
ー
プ
し
が
の
濱
均
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

の
取
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
み
ん
な
で
豊
か
な
森
林
を
次

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
必
要
な

こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
滋
賀
県
立
大

学
環
境
科
学
部
教
授
の
高
橋
卓
也
さ
ん
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
活
動
発
表
さ
れ
た
４
名
と
大
滝
山

林
組
合
の
田
中
一
則
さ
ん
、
滋
賀
県
南
部

森
林
組
合
の
八
木
典
さ
ん
、
森
林
所
有
者

の
横
関
隆
幸
さ
ん
が
加
わ
っ
て
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
立
場
か
ら
豊
か
な
森
林
を
次
世
代
に
引

く
継
ぐ
た
め
の
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

閉
会
式
典
で
は
、
滋
賀
も
り
づ
く
り
ア

カ
デ
ミ
ー
修
了
者
の
藪
内

岳
さ
ん
と

川
村
奈
々
さ
ん
に
よ
り
、「
つ
な
げ
よ
う

未
来
に
、「
森
―
川
―
里
―
湖
」の
つ
な
が

り
を
〜
琵
琶
湖
と
森
の
恵
み
を
次
世
代

へ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
、
こ
の
大

会
を
契
機
と
し
、
こ
れ
か
ら
の
滋
賀
の
森

林･

林
業
を
担
っ
て
い
く
者
の
一
人
と
し

て
、
森
林
の
恩
恵
を
受
け
る
み
ん
な
が
つ

な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
豊
か
な
森
林
を
守

り
育
て
、
森
林
・
林
業
の
発
展
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
、

と
の
大
会
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
51
回
全
国
林
業
後
継
者
大

会
岩
手
県
実
行
委
員
会
の
齋
藤
眞
琴
会
長

か
ら
次
期
開
催
県
の
挨
拶
が
あ
り
、
第
50

回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
滋
賀
県
実
行
委

員
会
の
玉
木
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
言
葉

に
よ
り
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

森林環境学習「やまのこ」事業専任指導員の加藤みゆきさんによる活動発表

オープニング　近江猿楽多賀座による上演パネルディスカッション

一級建築士　宮村太設計工房　主宰の宮村太さんによる活動発表東近江市永源寺林業研究グループの前川真司さんによる活動発表生活協同組合コープしがの濱均さんによる活動発表

滋賀もりづくりアカデミー修了者による大会宣言
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

私
た
ち
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て『
林

業
・
木
材
業
を
通
じ
て
の
地
域
創
成
の

実
現
』
を
掲
げ
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
行
動
が
制
限
さ
れ
て
、
活

動
が
思
う
よ
う
に
行
か
な
い
現
在
、「
不

自
由
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
！
」
を
念

頭
に
事
業
展
開
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
情
報
伝
達
の
あ
り
方
を
変
え
る
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
方
法
を
改
善
す
る
、

新
た
な
人
材
育
成
、
組
織
の
活
性
化
な

ど
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
古
き
を
守
る
た
め
に
、
新
し
き
も
の

を
育
て
る
！
」こ
れ
か
ら
も
林
研
グ
ル
ー

プ
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

静
岡
県
静
岡
市
内
を
流
れ
る
安
倍
川

源
流
域
で
、
自
社
所
有
林
と
地
域
の
方

か
ら
の
委
託
森
林
を
管
理
・
経
営
し
て

い
ま
す
。

こ
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
戻
り
、

家
業
を
継
い
で
か
ら
30
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
森
林
・
林
業
経
営
へ
の

思
い
や
考
え
方
は
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
継

続
し
続
け
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

変
わ
っ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

現
在
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
①
多
面

的
・
多
機
能
林
業
、
②
利
用
を
前
提
と

し
た
管
理
の
重
要
性
、
③
人
材
育
成
と

労
働
安
全
、
④
今
後
の
森
林
管
理
と
木

材
利
用
の
変
化
、
で
す
。

副
会
長
を
務
め
ま
す
宮
崎
の
黒
田
で
す
。

社
会
も
林
業
も
大
き
な
転
換
期
に
来

て
い
る
よ
う
で
す
。

流
れ
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
、
林
研

活
動
も
変
わ
っ
て
い
く
時
期
で
し
ょ

う
。
執
行
部
も
油
断
せ
ず
皆
様
方
へ
の

情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
、
明
る
く
楽
し
く
皆
で

語
り
合
え
る
日
が
一
日
も
早
く
迎
え
ら

れ
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
一
人
さ
み
し

く
杯
を
傾
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
主
役
で
す
。
会
長
が
や
せ

る
く
ら
い
執
行
部
一
同
こ
き
使
っ
て
く

だ
さ
い
。

ほ
ど
ほ
ど
に
・
・
・

全
林
研
執
行
部
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
各
種
行
事
も
制
限
を
受
け
、
全
林
研
執
行
部
が
皆
さ
ま
と

対
面
で
意
見
交
換
で
き
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら「
緑
創
」を
全
林
研
執
行
部
か
ら
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
全
林
研
執
行
部
か
ら
活

動
方
針
や
抱
負
に
つ
い
て
お
届
け
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

会　長

齋藤　正

副会長

鈴木英元

副会長

黒田仁志

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

石
川
県
能
登
半
島
在
住
の
全
林
研

女
性
会
議
代
表
の
坂
本
ち
づ
る
で
す
。

能
登
半
島
は
自
然
豊
か
な
土
地
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
年
々
そ
の
山
の
幸
、
海
の
幸

な
ど
自
然
の
恵
み
が
と
れ
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

ひ
と
昔
前
ま
で
に
は
考
え
ら
れ
な
い
よ

う
な
天
候
の
異
常
や
災
害
等
の
増
加
に

気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
地
球
温
暖

化
の
せ
い
だ
と
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て

よ
い
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

地
域

で
長
年
山
に
向
き
合
っ
て
き
た
私
た
ち

林
研
グ
ル
ー
プ
だ
か
ら
こ
そ
や
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

森
林
を
健
全
に
は
ぐ
く
み
、
自
然
と

人
の
暮
ら
し
が
共
存
で
き
る
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
あ
り
方
を
未
来
の
子
供
た
ち

に
向
け
て
提
案
し
て
い
く
こ
と
。
こ
れ

こ
そ
が
山
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
私
た

初
め
ま
し
て
全
林
研
、
常
任
理
事
・

北
海
道
の
山
口
敏
男
と
申
し
ま
す
。

私
が
常
任
理
事
に
な
り
ま
し
て
２
期

３
年
目
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
に
至
っ
て
も

ま
だ
仕
事
が
全
部
こ
な
し
き
れ
て
い
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
私
が
抱
い
て
お

り
ま
す
こ
と
は
各
地
に
お
ら
れ
る
グ
ル
ー

プ
員
と
の
パ
イ
プ
役
に
な
る
こ
と
で
す
。

今
の
時
代
『
コ
ロ
ナ
』
真
只
中
で
あ
り

ま
す
。

会
議
は
テ
レ
ビ
会
議
、
大
会
も
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
な
ど
で
、
直
接
会
う
事
も
出
来
ず

に
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
新
し
い
林
研
の

始
ま
り
の
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

こ
の
度
、
執
行
部
会
へ
入
り
ま
し

た
、
早
矢
仕
で
す
。
初
め
の
事
な
の
で

皆
さ
ま
か
ら
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
、

色
々
な
角
度
か
ら
、
ま
た
俯
瞰
的
に
物

事
を
見
た
り
、
考
え
た
り
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

今
、
全
世
界
は
様
々
な
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
特
に
環
境
問
題
は
私
達
に

直
面
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
活
動
を

通
し
て
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
と
、

色
々
な
意
見
を
聴
い
て
、自
分
な
り
に
勉

強
を
す
る
こ
と
だ
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
林
業
に
お
い
て
、
木
を
植
林
す

る
民
族
で
あ
る
事
に
誇
り
を
持
ち
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
女
性
な
ら
で
は
の

声
を
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

副会長

坂本ちづる

ち
の
役
割
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
た
ち
林
研
グ
ル
ー
プ
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
共
に
行
動
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
次
世
代
の
子
供
た
ち
の

た
め
に
。

し
か
し
な
が
ら
、１
日
も
早
く
会
員

の
皆
様
と
直
接
会
え
る
こ
と
を
祈
っ
て

挨
拶
と
し
ま
す
。

常任理事

山口敏男

常任理事

早矢仕恵子
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● 全国林業普及研修大会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・令和5年１１月３０日（水）

　 場所：アルカディア市ヶ谷（私学会館）（東京都千代田区九段北）

● 全国林業グループコンクール・通常総会・・・・・・・・令和５年３月２日（木）・３日（金）
　 場所：アルカディア市ヶ谷（私学会館）（東京都千代田区九段北）

※　全国林業グループリーダー研修会、はつらつ林業女性交流会については、開催方法を検討中。

森林環境譲与税の使途等に関するアンケートについて

全林研のホームページ「zenrinken.com」を開設します。

令和４年度今後の行事予定

※応募方法等、詳しくは山林会ホームページをご覧ください。⇨　URL　http://www.sanrinkai.or.jp/

林業経営「創意工夫」表彰行事のご案内

〒 107-0052　東京都港区赤坂 1-9-13　三会堂ビル 7 階
TEL：03-3587-2551 E-mail:sanrinkai@sanrinkai.or.jp公益社団法人 大日本山林会

1.趣旨
　林業経営の現場で役立つ技術的な発明、改良、創意工夫事案を考案した方を顕彰するものです。
2.表彰の対象となる分野
　森林造成から伐採・搬出まで、広範囲な分野が表彰の対象となります。
3.参加申込方法
　次のいずれかで申し込んでください。
　①創意工夫等を考案した個人（団体）からの直接申請
　②創意工夫等を考案した個人（団体）の関係者からの推薦
4.審査・表彰
　外部有識者で構成される「審査委員会」で審査を行い、
　3点以内に絞って大日本山林会会長が表彰します。
5.スケジュール
　①参加申込の受付期間　令和4年9月1日～ 5年1月31日
　②審査　令和5年2月～ 3月
　③表彰（本会通常総会で表彰）　令和5年5 ～ 6月

現場の声を反映した林業用トラックの開発（令和3年度優秀賞）

奈良県吉野郡で行われた悪路走行用ダンプ開発の現場検討会
（ポロ・ビーシーエス株式会社森林部ほかが主催）

現場において、森林環境税の使途や林業を進める上で苦慮されている点等について、現場の生の声を把握した上で、全林研
として何が出来るのかを検討し、提言として取りまとめ、関係機関等へ働きかけていきたいと考えており、まずは都道府県林研
連の会長様にアンケートへのご協力をお願いしたところです。
お忙しいところ、アンケートにご協力しただき、ありがとうございました。
今後、いただいたアンケート結果を基に、提言として取りまとめていきたいと考えています。

現在、全林研のホームページは全林協ホームページ内で運用していますが、自由に情報発信できる場として活用できるよう
新たに「zenrinken.com」を作成しています。開設でき次第、お知らせします。

　　       大日本山林会では、林業経営「創意工夫」表彰行事の募集を行います。ご応募お待ちしております。 “創意工夫”

募 集

編集後記
「全国林業グループコンクール」や「全国林業後継者大会」の情報に加え、今回からは、本誌を全林研からの情
報発信の場として活用できるよう、第一弾として、執行部からの情報をお届けすることとしました。
今後も誌面を活用した情報発信に努めたいと思いますので、よろしくお願いします。（事務局）

※お詫びと訂正 林業グループコンクール実施要領に「北陸・中部」ブロックと記載していましたが、正しくは「中部・北陸」ブロックでしたので、訂正してお詫び申し上げます。

全林研Youtubeチャンネルを
開設しています。チャンネル登録を
よろしくお願いします。

全林研Facebookも
「いいね！」をよろしくお願いします。◀︎ ◀︎




